
 地方独立行政法人東京都立産業技術研究センター（理事長 片岡 正俊、以
下「都産技研」）と学校法人千葉工業大学（理事長 瀬戸熊 修、以下「千葉
工大」）は、平成26年9月30日（火）、業務連携に関する協定を締結しまし
た。 
 この協定は、技術支援や共同研究を円滑に行うことにより、産学公連携活
動の活性化および高度専門技術者の育成を図ることを目的としています。 

平成26年9月30日 

配布担当 東京都立産業技術研究センター経営企画部広報室 TEL 03-5530-2521 

背 景  

 都産技研と千葉工大は、これまでにも技術相談、機器の使用等、相互に技術協力

を行ってきました。 

 今回の協定締結を契機に、個別の技術協力にとどまらず、組織的に人材の交流や

技術交流を行うことにより、高度専門技術者の育成や共同研究開発を推進していき

ます。産学公連携事業においても、それぞれの「公」「学」の立場を生かして相互

に協力し、産業振興・活性化の取り組みを進めていきます。 

【お問い合わせ】 地方独立行政法人東京都立産業技術研究センター 

 事業化支援本部技術経営支援部交流連携室 樋口 明久 TEL 03-5530-2307   FAX 03-5530-2318 

 経営企画部広報室            竹内由美子 TEL 03-5530-2521   FAX 03-5530-2536     

http://www.iri-tokyo.jp/  

連携・協力して行う事業 

・産学公連携事業に係る情報の交換 
・共同研究等における相互協力 
・研究者の研究交流を含む人材交流 
・その他、協議に基づく事業 

都産技研 片岡理事長(写真右)と千葉工大 瀬戸熊理事長が

協定書に調印（平成2６年９月３０日） 

  東京都立産業技術研究センターと 
学校法人千葉工業大学が協定を締結  

-産学公連携活動・高度専門技術者の育成における連携を推進- 

協定式当日写真 ※千葉工大は、70年以上の歴史と伝統を有す

る日本で最古の私立工業大学です。「世界文化

に技術で貢献する」を建学の精神とし、技術者

の人材育成、先端研究を行っています。同大学

が開発した「Quince」は、国産ロボットとし

て初めて福島第一原子力発電所建屋内に投入さ

れるなど、社会貢献も積極的に行っています。 

千葉工業大学 
同時発表 


